
◎
南
吉
の
下
宿
先

南
吉
の
下
宿
先
の
建
物（
門
長
屋
）

は
、
今
も
同
じ
場
所
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
今
年
６
月
に
改
修
さ
れ
、

当
時
の
雰
囲
気
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

●
と
こ
ろ

新
田
町
出
郷
（
あ
ん

３７

く
る
バ
ス
東
部
線
新
田
バ
ス
停
か
ら

徒
歩
５
分
）

●
そ
の
他

団
体
で
見
学
を
希
望
す

る
人
は
事
前
に
企
画
政
策
課（
緯〈

〉
７１

２
２
０
４
）へ
。

個
人
の
所
有
物
件
で
あ
り
、
住
宅

街
の
中
に
あ
る
た
め
、
見
学
は
隣
近

所
へ
の
迷
惑
に
留
意
し
、
午
前

時
１０

～
午
後
３
時
に
お
願
い
し
ま
す

◎
で
で
む
し
詩
碑

南
吉
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
５
年
後

の
昭
和

年
、
教
え
子
ら
に
よ
っ
て

２３

安
城
高
等
女
学
校（
現
在
の
桜
町
小

学
校
）の
中
庭
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

同
校
が
安
城
高
等
学
校
と
な
り
、
そ

の
後
、
赤
松
町
へ
移
転
し
た
際
、
併

せ
て
同
所
へ
移
設
。
そ
れ
が
今
年
、

生
誕
百
年
に
あ
た
り
、
桜
町
小
学
校

内
に
戻
り
ま
し
た
。

７
月

日
昇
、
安
城
市
ゆ
か
り
の

３０

童
話
作
家
・
新
美
南
吉
が
百
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ま
す
。

昭
和

年
、
安
城
高
等
女
学
校
に

１３

教
師
と
し
て
赴
任
し
た
南
吉
は
、
生

徒
ら
に
作
文
指
導
な
ど
を
し
な
が
ら
、

自
身
の
創
作
活
動
に
も
精
力
的
に
取

り
組
み
、
安
城
の
地
で
、
夢
で
あ
っ

た
童
話
作
家
に
な
り
ま
す
。
南
吉
が

安
城
で
過
ご
し
た
５
年
間
は
、
彼
の

生
涯
で
最
も
輝
い
た
時
と
い
え
ま
す
。

南
吉
は
、
新
田
の
下
宿
先
か
ら
学

校（
現
在
の
桜
町
小
学
校
）ま
で
歩
い

て
通
勤
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

彼
の
日
記
に
は
、
た
び
た
び
安
城
の

地
名
や
店
の
名
前
が
出
て
き
ま
す
。

本
市
で
は
、
彼
が
実
際
に
歩
い
た

場
所
を
中
心
に
、「
南
吉
が
青
春
を
過

ご
し
た
ま
ち
安
城
」と
題
し
た
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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でででむし詩ででむし詩碑碑

当時の雰囲気を再現した室当時の雰囲気を再現した室内内

南
吉
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

新
た
に
登
場

安
城
高
等
女
学
校
の
校
舎
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
南
吉
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
写
真
な
ど
を
掲
示
し
、

安
城
で
暮
ら
し
た
南
吉
の
足
跡

に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
と
な
り
ま
す
。

■
除
幕
式

●
と
き

７
月

日
昇
午
後
４

３０

時

分
～
５
時

３０
●
と
こ
ろ

中
心
市
街
地
交
流

広
場
の
北

◎
南
吉
ウ
オ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

安
城
の
街
中
を
歩
い
て
い
た
姿
は
、

安
城
駅
前
の
商
店
街
の
壁
や
シ
ャ
ッ

タ
ー
な
ど
に
、
壁
画
と
し
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
平
成

年
か
ら

２３

始
ま
っ
た
南
吉
ウ
オ
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
。

牛
鍋
を
食
べ
る
姿
や
女
学
生
と
と
も

に
歩
く
姿
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
美

南
吉
が
街
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

南
吉
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
壁

画
も
あ
り
、
今
年
製
作
す
る
も
の
を

含
め
、

カ
所
に
な
り
ま
す
。

２５
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ギギャラリー＆カフェ南吉館の壁ギャラリー＆カフェ南吉館の壁画画

八百文の壁八百文の壁画画

料亭川本の壁料亭川本の壁画画

博文堂シャッターの壁博文堂シャッターの壁画画
市営安城駅西駐車場の壁市営安城駅西駐車場の壁画画

モニュメモニュメンント（イメージト（イメージ））



◎
歴
史
博
物
館
特
別
展「
南
吉

が
安
城
に
い
た
頃
」

作
品
の
自
筆
原
稿
や
手
紙
の
ほ
か
、

南
吉
が
作
成
し
た
英
語
の
試
験
問
題
、

昭
和

年
当
時
の
ま
ち
の
ジ
オ
ラ
マ

１５

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

作
家
で
あ
る
と
同
時
に
教
師
で
も

あ
っ
た
南
吉
の
姿
に
迫
る
と
と
も
に
、

南
吉
と
安
城
の
か
か
わ
り
を
取
り
上

特
別
展
関
連
行
事

●
と
こ
ろ

歴
史
博
物
館

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

●
と
き

７
月

日
松
午
前
8

２０

時

分
～
９
時

分

４５

１５

●
内
容

桜
町
小
学
校
児
童
に

よ
る
安
城
高
等
女
学
校
の
校
歌

斉
唱
な
ど

■
南
吉
講
座「
南
吉
文
学
の
通

奏
低
音
」

●
と
き

７
月

日
松
午
後
２

２０

時
～
３
時

分
３０

●
講
師

保
坂
重
政
氏（
新
美

し
げ
ま
さ

南
吉
研
究
家
、
編
集
者
）

教員免許状（新美南吉記念館（半田市）蔵）

げ
ま
す
。

●
と
き

７
月

日
松
～

月
６
日

２０

１０

掌（
休
館
日（
※
）を
除
く
）午
前
９
時

～
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
４
時
３０

分
ま
で
）

※
休
館
日
止
毎
週
捷（
９
月

日
抄・

１６

日
抄
を
除
く
）、９
月

日
昇
・

２３

１７

日
昇
。

２４
●
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ

歴
史
博

物
館（
緯〈

〉６
６
５
５
）

７７

◆南吉が作成した英語の試験問題（個人蔵）
当時、英語教師だった南吉が作成した試験問題。
７月１１日昭には、市内中学生が、本資料をもとに再現した試験問題に挑
戦します。あなたは解けますか？
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南吉はどんな教師だったのか、下宿先から学校まで通勤していた南吉は、どんな風景を見
ながら生活していたのか。そして、南吉が歩いたまちは、今どんな景色になっているのか。
南吉と安城のつながりを実感してください。

◎
南
吉
探
訪
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

南
吉
ゆ
か
り
の
場
所
を
巡
り
ま
し

ょ
う
。
参
加
賞
が
も
ら
え
る
ほ
か
、

集
め
た
ス
タ
ン
プ
の
数
に
応
じ
て
、

抽
選
で
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

●
と
き

７
月

日
松
～

月
６
日

２０

１０

掌●
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ

ー
＆
カ
フ
ェ
南
吉
館（
御
幸
本
町
）

●
ス
タ
ン
プ
設
置
箇
所

①
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
カ
フ
ェ
南
吉
館

（
緯〈

〉５
３
３
３
）

７６

②
桜
町
小
学
校（
※
）

③
歴
史
博
物
館（
緯〈

〉６
６
５
５
）

７７

④
中
央
図
書
館（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６

⑤
南
吉
の
下
宿
先（
新
田
町
／
本
紙

４
ペ
ー
ジ
参
照
）

⑥
新
美
南
吉
記
念
館（
半
田
市
／
緯

０
５
６
９〈

〉４
８
８
８
）

２６

⑦
南
吉
の
生
家（
同
市
）

※
桜
町
小
学
校
の
ス
タ
ン
プ
は
隣
接

の
文
化
セ
ン
タ
ー（
緯〈

〉１
５

７６

１
５
）に
あ
り
ま
す
。
小
学
校
で

詩
碑
な
ど
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

●
台
紙
配
布
場
所

ス
タ
ン
プ
設
置

箇
所
の
①
③
④
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所

●
費
用

新
美
南
吉
記
念
館
の
み
入

館
料

円（
中
学
生
以
下
無
料
）

２１０

●
そ
の
他

７
月

日
松
～
９
月
１

２０

日
掌
に
あ
ん
く
る
バ
ス
に
乗
っ
た
中

学
生
以
下
へ
、
ゴ
ー
ル
で
景
品（
先

着

個
）が
も
ら
え
る
シ
ー
ル
を
進
呈

５００
●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課（
緯

〈

〉２
２
４
３
）

７１

①①南吉①南吉館館

⑤下宿⑤下宿先先

②桜町②桜町小小

④中央図書④中央図書館館

③歴史博物③歴史博物館館

⑥新美南吉記念⑥新美南吉記念館館
⑦南吉の生⑦南吉の生家家

スタースタートト・ゴ・ゴール地点の南吉ール地点の南吉館館
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【市内のスタンプ設置箇所】

新新美南吉童話イメージキ新美南吉童話イメージキャャ
ラクラクタター・ー・ごごん吉くん吉くんん

【半田市内のスタンプ設置箇所】

半
田
市
の
新
美
南
吉
の
催
し

南
吉
生
誕
の
地
で
あ
る
半
田

市
で
は
次
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

■
特
別
展「
新
美
南
吉
と
ふ
る

さ
と
知
多
半
島
」

●
と
き

７
月

日
松
～

月

１３

１０

日
掌

２７●
と
こ
ろ

新
美
南
吉
記
念
館

●
観
覧
料

円（
中
学
生
以

２１０

下
無
料
）

■
新
美
南
吉
生
誕
祭

●
と
き

７
月

日
松
～
８
月

２７

４
日
掌

●
と
こ
ろ

雁
宿
ホ
ー
ル（
半

か
り
や
ど

田
市
福
祉
文
化
会
館
）

●
主
な
催
し

こ
と
ば
の
杜
朗

読
会「
読
み
語
り
～
南
吉
と
出

逢
う
」（
７
月

日
松
）、市
民
音

あ

２７

楽
祭（
７
月

日
掌
）、朗
読
の

２８

あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
南
吉
童
話

の「
声
」（
８
月
３
日
松
）、南
吉

の
愛
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

（
８
月
４
日
掌
）、南
吉
童
話
絵

本
原
画
展（
７
月

日
松
～
８

２０

月
４
日
掌
）
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◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
、
絵
本
を

介
し
た
温
か
な
心
の
ふ
れ
あ
い
の
大

切
さ
を
伝
え
る
、
市
の
子
育
て
応
援

事
業
で
す
。
本
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
、
４
カ
月
児
健
診
の
受
診

者
を
対
象
に
、
８
月
７
日
昌
か
ら
実

施
し
ま
す
。

４
カ
月
児
健
診
終
了
後
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
読
み
聞
か
せ
を
実

演
し
、
赤
ち
ゃ
ん
向
け
絵
本
１
冊
と
、

南
吉
作
品
で
、
昨
年
の
新
美
南
吉
絵

本
大
賞
の
大
賞
作
品「
二
ひ
き
の
か

え
る
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
南
吉
作
品
へ
の
き
っ
か
け
に
も

「
二
ひ
き
の
か
え
る
」は
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
絵
本
が
多
く
の
南
吉

作
品
を
読
む
き
っ
か
け
に
な
り
、「
南

吉
」と「
安
城
」が
ま
す
ま
す
好
き
に

な
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
贈
り
ま
す
。

ブブックスタートのイメーブックスタートのイメージジ

赤ちゃんと保護者に赤ちゃん絵本と南吉絵本をプレゼント。
そんな、絵本を使った市の子育て応援事業が始まります。 ブックスタートブックスタートででプレゼントする南吉バップレゼントする南吉バッググ

私
た
ち
は
読
み
聞

か
せ
を
通
じ
て
、
赤

ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な

成
長
を
ほ
ん
の
少
し

支
え
ら
れ
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

で
は
、
私
た
ち
が
選
ん
だ
３
作
品

の
う
ち
１
作
品
を
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
に
合
う
１
冊
を

選
ん
で
く
だ
さ
い
。

４
カ
月
の
子
ど
も
は
、
ま
だ
目

も
よ
く
見
え
な
い
し
、
言
葉
も
も

ち
ろ
ん
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
親

と
子
を
結
ぶ
、
と
て
も
い
い
材
料

だ
と
思
い
ま
す
。
温
か
い
言
葉
で

子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
て
あ
げ
る

こ
と
で
、
愛
情
が
伝
わ
り
、
子
ど

も
は
幸
せ
な
の
で
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
絵
本
の
良

さ
を
実
感
し
て
、
公
民
館
や
図
書

館
に
も
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
良
い
絵
本
が
た
く
さ
ん
置
い

て
あ
り
ま
す
し
、
私
た
ち
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
会

も
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
用
絵
本
は
も
ち
ろ
ん
、

大
人
が
読
ん
で
涙
す
る
よ
う
な
も

の
も
出
て
き
て
い
る
ん
で
す
よ
。

絵
本
や
本
を
読
む
こ
と
は
、
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
人
が
社
会
で

生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
多
く
の

こ
と
を
学
べ
ま
す
。
親
か
ら
教
わ

ら
な
い
こ
と
も
、
本
か
ら
は
学
べ

ま
す
。
子
ど
も
は
未
来
の
宝
で
す

か
ら
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

絵
本
を
通
じ
て
豊
か
な
心
を
育
て

て
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

石川昌枝さん
まさ え

（ブックスタートボラ
ンティア「ふぁーすと
Ｂｏｏｋ」メンバー）

絵
本
を
通
じ
て

絵
本
を
通
じ
て
、、

愛
情
が
伝
わ
り
ま

愛
情
が
伝
わ
り
ま
すす
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「
二
ひ
き
の
か
え
る
」を
描
き
ま

し
た

渡
辺
美
智
雄
さ
ん（
新
美
南
吉
絵
本

み

ち

お

大
賞
・
大
賞
受
賞
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
）

こ
の「
二
ひ
き
の
か
え
る
」は
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
働
い
て
き

た
私
が
、
初
め
て
完
成
さ
せ
た
絵
本

で
す
。
今
ま
で
の
自
分
の
画
風
に
と

ら
わ
れ
ず
、
た
だ「
新
美
南
吉
が
描

い
た
風
景
」の
み
に
こ
だ
わ
っ
て
描

き
上
げ
ま
し
た
。
温
か
い
雰
囲
気
を

大
事
に
し
た
く
て
、
背
景
を
和
紙
の

風
合
い
に
し
た
り
、
黒
い
線
を
使
わ

な
い
よ
う
に
し
た
り
と
、
工
夫
を
し

ま
し
た
。
か
え
る
た
ち
が
池
に「
と

ぶ
ん
と
ぶ
ん
」と
飛
び
込
む
場
面
は
、

自
分
で
も
う
ま
く
表
現
で
き
た
と
実

感
で
き
た
お
気
に
入
り
の
絵
で
す
。

こ
の
話
は
何
度
読
ん
で
も
面
白
い

作
品
で
す
よ
ね
。
黄
色
と
緑
の
か
え

る
が「
自
分
の
方
が
き
れ
い
な
色
だ
」

と
争
う
ん
で
す
が
、
比
べ
な
い
と
い

け
な
い
色
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ（
笑
）。

そ
こ
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
だ
し
、
互
い
の

個
性
を
認
め
合
っ
て
終
わ
る
、
と
い

う
終
わ
り
方
が
ま
た
良
い
ん
で
す
よ
。

作
中
の
、
南
吉
の
表
現
力
が
見
事

で
、
読
む
ほ
ど
に
絵
が
ポ
ン
ポ
ン
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。
絵
本
を
描
き
あ

げ
る
ま
で
は
、
何
種
類
も
違
っ
た
か

え
る
を
描
い
て
試
行
錯
誤
。
妙
に
人

間
く
さ
い
の
で
、
二
足
歩
行
の
か
え

る
た
ち
も
有
力
候
補
で
し
た
ね
。

今
回
の
絵
本
大
賞
を
き
っ
か
け
に
、

ほ
か
の
南
吉
作
品
も
読
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
面
白
い
で
す
。

「
お
ぢ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
」に
描
か
れ

た
主
人
公
の
い
さ
ぎ
よ
さ
に
は
、
私

も
共
感
し
ま
し
た
。

私
が
描
い
た
絵
本
が
、
安
城
市
の

皆
さ
ん
に
読
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、
す

ご
く
嬉
し
い
で
す
。
こ
の「
二
ひ
き

の
か
え
る
」は
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
と
も
聞
き
ま
し
た
。

大
人
に
と
っ
て
は
、
単
純
で
読
み
や

す
い
半
面
、
深
み
が
あ
っ
て
共
感
で

き
る
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。
何
度
も

読
ん
で
、
色
々
な
こ
と
を
感
じ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

「二ひきのかえる」は、新美南
吉絵本大賞入賞作品展（本紙１１ペ
ージ参照）で閲覧できるほか、中
央図書館、歴史博物館、市内一
部書店などで販売します。渡渡辺さんお気渡辺さんお気にに入りの、入りの、かえるが池にとびこむ場かえるが池にとびこむ場面面

こ
の
話
は
何
度
読
ん
で
も
面
白
い
で
す
よ

こ
の
話
は
何
度
読
ん
で
も
面
白
い
で
す
よ
ねね
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新美南吉生誕百年祭
●とき ７月２７日松～３０日昇

●ところ 特に記載のないイベント
は、中心市街地交流広場
●特設サイト ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｍａｃ
ｈｉ－ａｎｊｏ．ｊｐ/ｎａｎｋｉｃｈｉ１００ｎｅｎ．ｈｔｍｌ
●問い合わせ 企画政策課（緯〈７１〉
２２０４）

今今年今年のの夏は新美南吉生誕百年事業が目白押しです。特夏は新美南吉生誕百年事業が目白押しです。特にに７７月２７月２７日日松松～～８月４８月４日日掌掌は南吉は南吉
メモリアメモリアルル９９ＤａｙｓとＤａｙｓと称称し、新美南吉生誕百年祭や安城七夕まつりなど楽しいイベンし、新美南吉生誕百年祭や安城七夕まつりなど楽しいイベントト

ナイン

が盛りだくさんですが盛りだくさんです。。

日
松

２７
■
で
で
む
し
詩
碑
移
設
除
幕
式

●
時
間

午
前

時
～

時

分

１１

１１

３０

●
と
こ
ろ

桜
町
小
学
校

■
南
吉
先
生
の
お
た
ん
じ
ょ
う
び
会

●
時
間

午
後
１
時
～
２
時

分
３０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
合
唱・

太
鼓
演
舞
・
詩
の
群
読
な
ど

■
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
で
南
吉

ア
ー
ト

●
時
間

午
後
３
時
～
９
時

■
南
吉
た
い
そ
う
コ

ン
テ
ス
ト

●
時
間

午
後
３
時

分
～
５
時

３０●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
２
人
以
上

●
申
し
込
み

７
月

日
昇
ま
で
に
、

１６

特
設
サ
イ
ト
か
ら
か
、
申
込
書
を
フ

ァ
ク
ス
で
安
城
ス
タ
イ
ル（
胃〈

〉
７３

９
５
１
２
）へ

※
申
込
書
は
企
画
政
策
課
な
ど
で
配
布
。

■
南
吉
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
大
会

●
時
間

午
後
５
時
～
７
時

日
掌

２８
■
南
吉
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

●
時
間

午
後
３
時
～
６
時

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

を
含
む
３
人
１
組

●
申
し
込
み

７
月

日
昇
ま
で
に
、

１６

特
設
サ
イ
ト
か
ら
か
、
申
込
書
を
フ

ァ
ク
ス
で
安
城
ス
タ
イ
ル（
胃〈

〉
７３

９
５
１
２
）へ

※
申
込
書
は
企
画
政
策
課
な
ど
で
配
布
。

日
捷

２９
■
安
城
学
園
高
等
学
校
吹
奏
楽
演
奏

●
時
間

午
後
５
時
～
５
時

分
３０

■「
祝
」の
灯
～
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
～

●
時
間

午
後
７
時
～
９
時

日
昇

３０
■
南
吉
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式

●
時
間

午
後
４
時

分
～
５
時

３０

●
そ
の
他

詳
細
は
本
紙
５
ペ
ー
ジ

■
安
城
学
園
高
等
学
校
合
唱
部
に
よ

る
合
唱

●
時
間

午
後
５
時
～
５
時

分
３０

■
み
ん
な
で
踊
ろ
う
南
吉
た
い
そ
う

●
時
間

午
後
５
時

分
～
６
時

３０

■
誕
生
日
式
典

●
時
間

午
後
６
時
～
９
時

■
新
美
南
吉
生
誕
百
年
記
念
演
奏
会

●
時
間

午
後
６
時

分
～
８
時

３０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
出
演

安
城
市
少
年
少
女
合
唱
団

期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

■
南
吉
キ
ャ
ン
ド
ル
・
エ
コ
バ
ッ
グ

づ
く
り
、
短
冊
お
絵
か
き

●
と
き

７
月

日
松
・

日
掌
午

２７

２８

後
３
時
～
９
時

■
南
吉
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
、
南
吉

夜
市南

吉
グ
ル
メ

や
地
元
特
産
品

な
ど
が
毎
日
登

場
し
ま
す
。

●
と
き

７
月

日
松
～

日

２７

３０

昇
午
後
３
時
～

９
時（

日
・

２９
日
は
午
後
５

３０時
か
ら
）

南
吉
メ
モ
リ
ア
ル
９
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ今今年の田んぼアー今年の田んぼアートト
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７月２０日松からの
主な南吉イベント

問い合わせところイベント日時
同館
（緯〈７７〉６６５５）歴史博物館特別展「南吉が安城にいた頃」（本紙６ページ参照）７月２０日松～

１０月６日掌

都市計画課
（緯〈７１〉２２４３）市内および半田市南吉探訪スタンプラリー（本紙７ページ参照）７月２０日松～

１０月６日掌

中央図書館
（緯〈７６〉６１１１）文化センター

新美南吉絵本大賞入賞作品展７月２７日松～
８月２日晶

学校教育課
（緯〈７１〉２２５４）新美南吉読書感想画入賞作品展７月２７日松～

８月２日晶

企画政策課
（緯〈７１〉２２０４）

中心市街地交流広
場ほか新美南吉生誕百年祭（右ページ参照）７月２７日松～

３０日昇

桜町小学校ででむし詩碑移設除幕式７月２７日松

中心市街地交流広
場北

南吉モニュメント除幕式
（本紙５ページ参照）７月３０日昇

農務課
（緯〈７１〉２２３３）

和泉町七ツ田の田
んぼアート会場、
デンパークほか

全国田んぼアートサミット８月１日昭

商工課
（緯〈７１〉２２３５）ＪＲ安城駅前一帯安城七夕まつり８月２日晶～

４日掌

市民会館
（緯〈７５〉１１５１）

市民ギャラリー南吉童話絵本原画展「ごんぎつねの世界」（本紙裏表紙参照）
新美南吉絵本大賞入賞作品展

８月７日昌～
１８日掌

市民会館前進座公演「花木村月夜奇妙（はなのきむらつきよのきてれ
つ）」（本紙６月１５日号裏表紙参照）８月１８日掌

南
吉
メ
モ
リ
ア
ル
９
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ

新
美
南
吉
は

私
た
ち
の
住
む
安
城
の
地
で

童
話
作
家
に
な
る
夢
を
叶
え
ま
し
た

そ
し
て
日
本
中
の
人
に
愛
さ
れ
る
作
品
を

数
多
く
残
し
、

今
も
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す

そ
ん
な
彼
の
夢
を
叶
え
た
姿

作
品
を
創
り
あ
げ
る
喜
び
を

多
く
の
人
に
伝
え
た
い

教
師
と
し
て
の
南
吉
の
教
え

童
話
作
家
と
し
て
の
南
吉
の
言
葉

そ
れ
ら
を
借
り
な
が
ら

南
吉
が
輝
い
た
ま
ち
安
城
に

よ
り
多
く
の
人
が

誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も

新
美
南
吉
の
ま
ち
づづ
く
り
を

づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す

（『安城の新美南吉』より（『安城の新美南吉』より））

今年の田んぼアー今年の田んぼアートト


